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　The abstract body should be in Times New Roman, 9 point and about 100 words. The abstract body should be in Times New Roman, 9 point and about 100 words. The abstract body should be in Times New Roman, 9 point and about 100 words. 

Key words: About five key words in order of importance, separated by commas. Use italics and 9 point.
1.　和文原稿の作成概要

原則としてこのテンプレートをコピーして上書きする。
(1) Microsoft Wordを使用する。
(2) 用紙サイズは，A4とする。図表を含めて10ページ以内とする。
(3) 論文については,表題と著者名は和文と英文の両方を記載し，英文表題は主要な単語の先頭文字を大文字とする。Abstract（先頭文字のみ大文字）は英文で100 words程度（9 pt.）とし，文頭を少し空ける。Key words: (Bold)は5個程度で，イタリック表記。
(4) 実践報告,資料については,英文表題, Abstractは不要。Key words: (Bold)は5個程度で，和文表記。
(5) 1ページ目の表題からKey Words の下（空行1）までを1段組みとする。余白は上35mm，下30mm，左25mm，右25mmとする。
(6) 本文（9 pt.）は2段組みとし，1ページは39行，1行22文字とする。2段組みの余白は上35mm，下30mm，左15mm，右15mmとする。
(7) 字体はMS明朝で，英数字は原則としてTimes New Romanとし，半角を用いる。
(8) 文頭，改行の冒頭は１文字あける。
(10)句読点は全角の“ ，”と“。”を使用する。
(11)参考文献は原則として上付きの添え字として，1) または2, 4-7) とするが当該学問分野の表記でも可。
2.　見出しと式
2. 1　章・節・項等の見出し（Bold）
　原則として章・節・項の見出しは左揃えとし，番号は半角でTimes New Romanを使用する。各番号の後を全角1文字分空ける。章は上下空行1で，節は上空行1で下空行なし，項の上下は空行なしとする。

1.　・・・（章は上下空行1）
1. 1 （1.と1の間を半角空ける。節は上空行1で下空行なし）
1. 1. 1　・・・（項は上下空行なし）
(1) ・・・ または(a) ・・・など
(2) ・・・
1. 1. 2
(1) ・・・ または(a) ・・・など

2. 2　式の挿入

(1)  式の番号は，(1)， (2)， (2. 1)， (2. 2) のように通し番号（8 pt. 程度）とする。
(2) 「Microsoft 数式エディタ」を使用すると簡単に式を挿入できる。
3.　図・グラフ・写真の挿入
(1) 図・グラフ・写真の番号は同一の通し番号とし，図・グラフ・写真の「下側」にタイトルを記入。
(2) 図１の番号１の後に“．”を入れない。Fig. 1のFig.と１の間を半角空ける。
(3) 図等のタイトル文字の大きさは同一論文中で統一する（8， 9 pt.程度）
(4) 図（またはFig. ）はMicrosoft Word　または PowerPointで，グラフはMicrosoft Excel で描いて，写真はディジカメやスキャナーで取り込んで，保存し，後でコピーしてWord文書に貼り付けると編集しやすい。
4.　表の挿入
(1) 表（またはTable）の番号は通し番号とし，表の「上側」にタイトルを記入。
(2) Table 1の番号の後に“.”を入れない。Tableと1の間を半角空ける。
(3) タイトルの文字の大きさは同一論文中で統一する（8, 9 pt.程度）
(4) 表はMicrosoft Excel 上で描いて保存しておき，後でWord文書に貼り付けると編集しやすい。
5.　英文原稿の作成概要
(1) 原則としてこのテンプレートをコピーして使用し，1ページ目の和文表題を削除して英文表題を16 pt. とする。

(2) 本文（9 pt.）の字体は原則としてすべてTimes New Romanとする。数字は半角を用いる。
(3) 見出し番号等は和文原稿の書き方に準じる。
(4) 句読点は半角の“,”と“.”を使用する。

6.　投稿時の提出物
(1) 電子原稿は，外部メディア（CD-R等）を1枚。外部メディアのラベルに「提出日・論文タイトル・学科名・著者名」を記載。
(2) E-mail: o-fd@fit.ac.jp 
7.　原稿の締切りと提出先
(1) 締切日は2011年2月10日（木）。
(2) 提出先はＦＤ推進室。
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(1) 主要論文誌・雑誌の略記は，研究論集2号末尾の一覧表を参照する。当該学問分野の略記でもよい。
(2) 8 pt. で記述する。“，”の後は半角空ける。
(3) 原則として上記の文献記載（著者名：タイトル，論文誌，巻，号，頁，西暦）とするが当該学問分野の表記でもよい。
付録がある場合は，参考文献の後に記述。
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